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予防接種の標準化対象事業と、検討のポイントについて

1

予防接種分野の標準化範囲のイメージ図

地域情報プラットフォーム標準仕様範囲

任意接種予防接種法

おたふくかぜワクチン

小児インフルエンザワクチン

A型肝炎ワクチン

髄膜炎菌ワクチン

○ 予防接種法に定められた対象疾病（定期接種）を対象事業とし整理しつつ、多くの自治体で助成を行っている、おたふくかぜワクチンや、小児イン

フルエンザワクチンについては、標準化範囲とすべきか検討を行う。

○ 子育てノンストップサービスに深く関わる、デジタル予診票の策定や、予防接種台帳システムとVRSとのより一層の連携については、国の検討状

況を踏まえた上で、どこまでを標準仕様として定めるか整理を行う。

定期接種

健康被害救済制度

（新型コロナワクチン）
新型コロナワクチン

助成あり 助成なし

予防接種ではないもの（例）

風しん抗体検査

Hibワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

B型肝炎ワクチン

ロタウイルスワクチン

4種（２種）混合ワクチン

BCG

MRワクチン

水痘ワクチン

HPVワクチン

高齢者インフルエンザワクチン

成人用肺炎球菌ワクチン

風しん第５期

乳幼児以外

日本脳炎ワクチン

過去に定期接種として実施

３種混合ワクチン 不活化ポリオワクチン

・・・

標準化範囲外標準化範囲内凡例 パラメータ対応

風しんワクチン 麻しんワクチン

第1回合同WTか

ら変更
新型インフルエンザ

新型インフルエンザ等対策特別措置法
第1回合同WTか

ら変更


